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〈書評〉 冗長系一理論と実際

野中保雄，島岡淳著鞠日科技連出版社 174頁定価2， 600円

信頼性理論に関する入門書は，理論面に重点、をおいた

ものと実施面に重点をおいたものの 2 種類に大別できる

が，本書は後者に属するものであろう.実施面に重点を

おいた入門書の多くが，要素あるいは系の信頼性データ

解析技法に関する紹介に終始しがちであるのに対して，

「冗長系j と L 、う題名のとおり，本書は多数の故障要素

から構成されるシステムの信頼性設計に重点をおいた実

施面からの入門書である.

まえがきで述べてあるとおり，冗長系の理論自体はす

でに確立されたものであるが，その理論の前提条件につ

いては信頼性の入門書でさえも，理論上の仮定として紹

介されることが多い.逆に，実施現場での理論の適用に

当たって，その仮定が何を意味するのかについてわかり

やすく説明された入門書は少ない.本書では，詳細に分

類された冗長系の特性とともに，冗長系を設計するとき

の畏も紹介されている.さらに，さまざまな産業分野に

おける冗長系設計の実例も豊富に紹介されている.

定義があいまいなままに用いられる言葉は多いが「冗

長系J もまたそういった言葉のひとつで、あろう.ここで

紹介する[冗長系(理論と実際 )J の第 1 章では，冗長系

という言葉のあいまいな部分を逆手にとって，日常生活

の中における「冗長系j の例示が行なわれる.

第 2 章・信頼性の基礎では，信頼性の実施面でよく用

いられるワイプル分布(および指数分布)の紹介がまず

行なわれる.その後，信頼度・故障率 'MTTF'MT

BF の定義とともに， ワイプルプロット・ FMEA.F

TA. 信頼度設計に関する紹介がつづく.

第 3 章・冗長系の基礎理論では冗長系J をいくつ

かの視点で分類したのち，並列冗長系から始まる種々の

冗長系に対して信頼性特性値を導出するとともに，ワイ

フソL分布を仮定した場合に得られる理論曲線のグラフを

用いてわかりやすく解説される.

第 4 章・冗長系設計の考え方では， コスト・重量・スベ

ースとのトレードオフをふまえた上で，要素故障のシス

テムへの影響を予測するための方法である FMEA と，

システムの信頼性特性値を推定する方法である FTAが

紹介される.

第 5 章・冗長系と保全では，比較的あっさりと保全全

般についての解説が行なわれる.本書の主題である冗長
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系の設計に保全方式の設計も含まれるとすれば，若干物

足りなさを感じる.

第 6 章・実用上の問題では，冗長系設計上の毘(とい

うよりは， 穴)， いわゆる共通原因故障に関して解説が

加えられる.共通原因故障の分類として従来から取り扱

われてきた共通装置の故障・製作時期の同時性・ヒュー

マンエラーについての解説に加えて，ストレスの同時性

に起因する共通要因の理論的な解析が与えられている.

また，冗長系設計で考慮すべき故障モードと，待機中の

故障の考慮の方法が解説される.

第 7 章・冗長系の実例では 3 章で紹介された種々の

冗長系の分類にしたがって，日常生活でふれることの多

L 、製品の中に作り込まれている冗長系の例が取り上げら

れる.さらに，既発表の論文の著者によるサーベイを通

して収集された，産業分野別の冗長系の実用例も豊富に

紹介される.

以上のような内容に見られるとおり，本書は一般的な

信頼性理論の入門書ではなく，システムの冗長系の設計

を行なう上で、悩みのつきない現場技術者のための入門書

であるといえるだろう.また，ストレスの同時性に起因

する共通要因故障の理論的な取扱い( 6.4 節)や，フォ

ールトツリー手法 (FTA) を故障率の解析に適用する

ことに関する問題点の指摘(付録 1 )は，経験のある信

頼性技術者の興味をひくところだろう.後者l主自明なこ

とではあるが，いままでの信頼性に関する書物でこの問

題点が指摘されることはほとんと・なかった.実際，評者

にも故障率の推定にFTAを用いた実施現場からのレポ

ートにも疑問を抱いた経験がある.

おしむらくは，若干の用語の不統一・未定義の信頼性

用語の使用がみうけられる.細かし、ことではあるが，本

書は有用な冗長系設計の入門書であるがゆえに，次版で

の改訂が待たれるところである.

しかし，本書は「冗長系」を構成して信頼度目標をク

リアーしたつもりが実はクリアーしていなかったり，運

用で思いもよらない共通要因故障に出会ってしまったり

する事態を未然に防ぐための有効な情報を与えてくれる

ことには間違いない.その意味で，これから冗長系設計

を始めようとしている技術者にとって，価値のある入門

書である構造計画研究所清回三紀雄)
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